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江
津
市
文
化
協
会
は
、
十
一
月
に
四
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
文
化
祭
・
記
念
式
典
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

ま
ず
も
っ
て
、
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
十
年
前
、
江
津
市
で
文
化
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
心
を
一
つ
に
し
て
文
化
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
江
津
市
を
文
化
の

香
り
高
い
住
み
良
い
町
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
文
化
協
会
の
目
標
は
「
江
津
市
に
お
け
る
文
化
活
動
の
振
興
・
発
展

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
文
化
意
識
の
啓
発
・
鑑
賞
能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
」
で
す
。
毎
年
十
一
月
に
開
催
す
る
文
化
祭

を
中
心
に
、
各
グ
ル
ー
プ
が
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　

江
津
市
に
お
け
る
文
化
活
動
の
原
点
は
、
今
か
ら
約
一
三
〇
〇
年
前
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
歌
集
「
万
葉
集
」
の
代
表
的
歌
人

で
あ
る
柿
本
人
麻
呂
が
石
見
の
地
に
来
て
、
都
野
津
に
い
た
と
い
う
「
依
羅
娘
子
（
よ
さ
み
の
お
と
め
）」
を
恋
い
慕
っ
て
詠
っ

た
と
い
う
「
石
見
相
聞
歌
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
四
十
周
年
記
念
講
演
会
で
は
、
神　

英
雄
先
生
に
「
万
葉
集
と
江
津
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
加
入
団
体
は
、
展
示
部
門
で
は
、
書
道
、
茶
道
、
華
道
、
写
真
、
絵
画
、
水
墨
画
、
ウ
ロ
コ
ア
ー
ト
、
焼
絵
・
木
彫
、
盆
栽
、

文
化
財
研
究
、
短
歌
、
川
柳
、
俳
句
が
あ
り
ま
す
。
発
表
部
門
で
は
、
詩
吟
、
日
本
舞
踊
、
大
正
琴
、
合
唱
等
が
あ
り
、
全
部
で

二
十
六
団
体
（
団
体
及
び
個
人
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
協
会
の
事
務
局
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
中
に
あ
り
、
市

を
あ
げ
て
文
化
活
動
の
振
興
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
会
員
数
の
減
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
会
員
を
募
り
な
が
ら
、
新
し
い
団
体
の
加
入
を
促
し
、

五
十
周
年
に
向
け
て
地
道
な
文
化
活
動
を
続
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
文
化
協
会
を
支
え
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
故
人
、
役
員
、
会
員
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
発
刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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江
津
市
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
何
か
と
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
五
十
九
年
の
発
足
以
来
、
貴
協
会
が
文
化
団
体
相
互
の
連
携
を
密
に
し
て
親
善
融
和
を
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
岐
に
わ

た
る
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
成
果
を
積
み
重
ね
、
本
市
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

江
津
市
長
祝
辞

�

江
津
市
長
　
中
　
村
　
　
　
中

　

江
津
市
の
文
化
振
興
を
担
わ
れ
、
本
年
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
深
い
敬
意
を
込
め
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
三
十
周
年
の
際
に
も
記
念
誌
が
発
行
さ
れ
、
あ
れ
か
ら
も
う
十
年
で
す
。「
十
年
一
昔
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
十
年
は
特
に
実
感
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
二
年
始
め
か
ら
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
貴
会
の
す
べ
て
の
文
化
活
動
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
た
江
津
市
文
化
祭
の
中
止
、
各
所
属
団
体
で
の
定
期
的
な
個
々
の
活
動
も
休
止
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
止
め
て
し

ま
っ
た
活
動
の
再
開
は
、
大
変
困
難
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
貴
会
所
属
団
体
等
の
活
動
は
序
々
に
再
開
さ
れ
、
令
和
四
年
に
は

江
津
市
文
化
祭
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
貴
会
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
連
帯
感
の
賜
物
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
例
外
な
く
少
子
高
齢
化
は
進
ん
で
お
り
、
各
団
体
の
活
動
の
継
続
や
活
性
化
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
口
二
万
一
千
人
の
小
さ
な
市
で
あ
っ
て
も
、
文
化
的
に
は
豊
か
な
市
と
し
て
今
後
と
も
江
津
市
の
文
化
振
興
を
慈
し
み

育
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
と
祈
念
し
、
創
立
四
十
周
年
記
念
の
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
現
在
、
か
つ
て
は
地
域
伝
統
や
芸
術
文
化
を
豊
富
に
保
有
し
て
い
た
多
く
の

地
域
に
お
い
て
も
、
後
継
者
や
文
化
財
、
伝
統
文
化
の
保
存
継
承
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
技
術
や
才
能
を
開
花
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
江
津
市
の
文
化
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
よ
う
、
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
文
化
の
振
興
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
貴
協
会
の
繁
栄

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

江
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長
祝
辞

�

江
津
市
教
育
委
員
会
教
育
長
　
堀
　
　
　
康
　
弘

　

共
に
歩
ん
で
き
た
、
江
津
市
文
化
協
会
の
創
立
四
十
周
年
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
記
念
式
典
も
開
催
さ
れ
、
長
年
文
化
振
興
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
団
体
の
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。
継
続
は
力
な
り

の
と
お
り
、
皆
様
が
植
え
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
文
化
の
種
が
、
現
在
美
し
く
花
が
咲
き
、
ま
た
は
ま
だ
咲
い
て
な
く
と
も
、
つ
ぼ

み
と
な
っ
て
心
の
中
で
静
か
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
感
謝
の
意
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
貴
会
を
構
成
す
る
各
団
体
、
個
人
の
皆
様
は
、
書
道
や
絵
画
を
は
じ
め
、
新
た
な
芸
術
と
し
て
挑
戦
さ
れ
た
ウ
ロ
コ
ア
ー

ト
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
多
様
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。
個
々
で
は
研
鑽
や
癒
し
の
活
動
で
あ
っ
て
も
、
江
津
市
文
化
協
会

の
活
動
と
な
る
と
、
誰
か
の
た
め
の
活
動
と
し
て
、
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
私
が
拝

見
す
る
会
員
の
皆
様
は
、
い
つ
も
笑
顔
で
気
さ
く
で
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
す
。
こ
の
安
心
感
と
信
頼
感
は
、
文
化
活
動

が
生
ん
だ
も
の
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
貴
会
の
活
発
な
活
動
を
願
う
と
共
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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文
化
祭
の
実
績

四
十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会

平
成
二
十
七
年　

展
示
部
門　
　

十
四
団
体�

発
表
部
門　

十
四
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
三
十
日（
金
）～
十
一
月
一
日（
日
）�

十
一
月
一
日（
日
）

平
成
二
十
八
年　

展
示
部
門　
　

十
五
団
体�

発
表
部
門　

十
二
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
四
日（
金
）～
十
一
月
六
日（
日
）�

十
一
月
六
日（
日
）

平
成
二
十
九
年　

展
示
部
門　
　

十
三
団
体�

発
表
部
門　

十
三
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
三
日（
金
）～
十
一
月
五
日（
日
）�

十
一
月
五
日（
日
）

平
成
三
十
年　
　

展
示
部
門　
　

十
三
団
体�

発
表
部
門　

十
一
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
日（
金
）～
十
一
月
四
日（
日
）�

十
一
月
四
日（
日
）

令
和
元
年　
　
　

展
示
部
門　
　

十
二
団
体�

発
表
部
門　

十
一
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
一
日（
金
）～
十
一
月
三
日（
日
）�

十
一
月
三
日（
日
）

令
和
二
年　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
中
止

令
和
三
年　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
中
止

令
和
四
年　
　
　

展
示
部
門　
　

十
一
団
体�

発
表
部
門　
　

四
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
四
日（
金
）～
十
一
月
六
日（
日
）�

十
一
月
六
日（
日
）

令
和
五
年　
　
　

展
示
部
門　
　

十
三
団
体�

発
表
部
門　
　

七
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
三
日（
金
）～
十
一
月
五
日（
日
）�

十
一
月
五
日（
日
）

令
和
六
年　
　
　

展
示
部
門　
　

十
三
団
体�

発
表
部
門　
　

八
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
日（
土
）～
十
一
月
三
日（
日
）�

十
一
月
三
日（
日
）

　

令
和
六
年
十
一
月
三
日
、
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
江
津
市
文
化
協
会

四
十
周
年
を
記
念
し
て
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

中
村
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
が
一
堂
に
集
い
栄
え
あ
る
式
典
を
祝
っ
た
。

右から　森脇　東雲 会長
　　　　鹿森偉左雄 副会長
　　　　植田　畦水 副会長
　　　　宮里　勝子 副会長
　　　　司会　渡利久美子 氏

左から　中村　　中 江津市長
　　　　坪内　涼二 島根県議会議員
　　　　藤間　義明 江津市議会議長
　　　　堀　　康弘 江津市教育委員会教育長
　　　　田中耕太郎 浜田市文化協会会長
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文化協会会長と被表彰者（団体及び個人）
後列左から　江津写真クラブ 松井　宏祐 氏　　江津盆栽会 野田　稔博 氏　　森脇　東雲 会長
前列左から　江津市絵画クラブ 能美　　睦 氏　　山藤　通之 氏（元会長）　　江津市文化協会茶道部表千家 小林　寛子 氏

〇講演内容〇
１． はじめに ―「万葉集」のあれこれ―
２． 中国・山陰のいわれ
３． 古代山陰道と江津
４． 柿本人麻呂の石見
５． むすび ―都人が憧れた石見―

　

式
典
後
に
は
、
記
念
事
業
と
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
、
講
師
の
島
根
県
地
理
学
会
会

長
の
神
英
雄
氏
が
「
万
葉
集
と
江
津
」
を
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
明
か
し
た
。

　

石
見
の
地
の
名
産
品
、
景
勝
地
の
紹
介
か
ら
石
見
の
魅
力
を
語
ら
れ
、
講
演
会
終
盤

に
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
相
聞
歌
を
熱
く
語
ら
れ
た
。
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文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
・
広
が
る
」

�

裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部　

幹
事
長　
　

阿
　
部
　
宗
　
香
　

　

創
立
四
十
周
年
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
が
解
け
、
呈
茶
席
も
再
開
さ
れ
、
呈
茶
席
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
こ
と
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　

文
化
祭
は
日
本
の
総
合
的
文
化
と
言
わ
れ
る
茶
道
の
発
信
と
一
碗
で
市
民
の
皆
様
と
の
親
睦
の
で
き

る
良
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
井
美
術
館
の
院
展
で
も
原
風
景
と
マ
ッ
チ
し
た
庭
園
で

毎
年
お
も
て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
生
活
様
式
の
変
化
す
る
中
で
伝
統
文
化
の
衰
退
が
著
し
く
継
承
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
一
碗
で
繋
ぐ
絆
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
茶
道
の
良
さ
が
市
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
広
が
る
こ

と
を
願
い
、
表
千
家
様
と
共
に
お
も
て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

江
津
市
に
伝
統
文
化
、
新
た
な
文
化
が
根
付
き
、
よ
り
一
層
豊
か
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。
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創
立
四
十
周
年
記
念
に
よ
せ
て

�

江
津
市
文
化
協
会
茶
道
表
千
家　

会
長　
　

小
　
林
　
寛
　
子
　

　

江
津
市
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

茶
道
表
千
家
は
文
化
協
会
設
立
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
九
年
に
初
代
会
長
湯
浅
慶
子

様
の
も
と
会
員
数
二
十
一
名
で
発
足
し
、
二
十
年
後
に
は
百
十
三
名
の
会
員
数
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
三
十
九
名
で
活
動
を
継
承
し
て
い
ま
す
。
減
少
は
全
国
的
な
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
四
月
二
十
一
日
、
和
木
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
茶
道
表
千

家
創
立
四
十
周
年
記
念
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
来
賓
と
し
て
、
中
村
中

市
長
様
、
藤
間
義
明
市
議
会
議
長
様
、
森
脇
東
雲
文
化
協
会
会
長
様
、
大
賀
昌
紀
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
様
、
阿
部
宗
香
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部
幹
事
長
様
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
薄
茶
席
を
設
け
無
事
に
楽
し
い
一
日
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

江
津
市
文
化
祭
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
し
ば
ら
く
お
茶
席
を
お

休
み
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
類
に
移
行
後
、
昨
年
十
一
月
五
日
に
お
茶
席
を
設
け
、
皆

様
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
裏
千
家
淡
交
会
江
津
支
部
様
と
隔
年
で
点
て
出
し

に
て
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、
茶
道
の
魅
力
を
お
伝
え

し
、
会
員
増
を
目
指
し
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
江
津
市
文
化
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
に
よ
せ
て

�

嵯
峨
御
流
華
道
石
見
司
所　

司
所
長　
　

川
　
端
　
裕
　
甫
　

　

江
津
市
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
記
念
事
業
に
ご
尽
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
は
、
京
都
の
大
覚
寺
を
家
元
と
す
る
流
派
で
す
。
私
達
、
石
見

司
所
は
初
代
司
所
長 

山
本
褒
月
様
、
二
代 

西
田
伊
都
甫
様
、
三
代 

室
北
竜
甫
様
、
四

代 

無
川
ヒ
ト
ミ
甫
様
、
現
在
は
五
代 

川
端
裕
甫
へ
と
継
承
さ
れ
、
七
十
数
年
を
迎
え
、

江
津
市
文
化
祭
に
出
瓶
さ
せ
て
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
季
節
の
花
材
や
花
器
選
び
、

お
花
を
生
け
こ
む
時
の
楽
し
さ
や
緊
張
感
が
入
り
混
じ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
会
場
に
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
皆
様
に
、
う
れ
し
い
お
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
喜
び
や
励
み

に
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浜
田
市
、
江
津
市
、
大
田
市
な
ど
で
勉
強
会
や
地
域
に
展
示
し
交
流
を
深
め
て
お
り

ま
す
。
皆
様
一
緒
に
い
け
ば
な
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

江
津
市
文
化
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
に
よ
せ
て

�

華
道
家
元
池
坊
部
会　
　

永
　
井
　
光
　
見
　

　

江
津
市
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

華
道
家
元
池
坊
は
、
五
百
六
十
年
余
り
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
時
代
と
共
に
環
境
の

変
化
、
生
活
様
式
の
変
化
、
家
族
構
成
の
変
化
の
中
、
池
坊
部
会
は
仲
間
意
識
、
協
力

を
基
礎
に
研
究
会
、
講
習
会
、
普
段
の
稽
古
と
研
鑽
を
積
み
切
磋
琢
磨
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
文
化
祭
の
出
瓶
を
機
に
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

花
の
形
は
立
花
、
生
花
、
自
由
花
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
共
に
季
節
感
、
素
材
を
生

か
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

花
を
生
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
生
活
に
潤
い
を
求
め
、
新
た
な
気
持
ち
で
こ
の

四
十
周
年
を
機
に
池
坊
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
江
津
市
文
化
協
会
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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江
津
書
道
連
盟
の
あ
ゆ
み

�

江
津
書
道
連
盟　

事
務
局　
　

梅
　
田
　
賀
　
千
　

　

当
連
盟
の
創
立
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）。
初
代
会
長
に
原
田
英
峰
が
就
任
し
、

約
一
五
〇
名
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
よ
り
令
和

二
年
（
二
〇
二
〇
）
ま
で
山

藤
耕
子
、
翌
三
年
よ
り
森
脇

東
雲
が
会
長
に
就
任
。
現
在

の
会
員
数
は
約
六
十
名
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
役
員

会
の
開
催
（
年
二
回
）
や
会

報
誌
『
書
友
』
の
発
行
、
毎

年
開
催
の
総
会
は
五
年
毎
に

記
念
会
も
実
施
し
、
十
五
年

以
上
の
会
員
へ
「
永
年
会
員

表
彰
」
を
行
い
、
生
涯
学
習

の
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
会
員
同
士
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
る
勉
強
会

（
古
典
・
創
作
な
ど
）
を
毎

月
一
回
実
施
し
、
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
書
道
研
鑽
に
励

ん
で
い
る
。
ま
た
、
会
員
の

な
か
に
は
書
道
教
室
を
開
き
、

書
道
の
普
及
と
当
連
盟
へ
の

勧
誘
に
努
め
て
い
る
。

　

毎
年
恒
例
の
江
津
市
文
化

祭
で
は
、
書
道
展
を
開
催
し
、

漢
字
・
か
な
・
近
代
詩
文
・
前
衛
・
篆
刻
な
ど
の
会
員
内
外
の
作
品
を
展
示
し
、
平
成

二
十
一
年
か
ら
は
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
書
道
吟
も
実
施
し
て
い
る
。
近
年
、
出
展

者
の
減
少
対
策
と
し
て
出
品
要
領
の
緩
和
（
額
装
の
他
、
枠
装
や
軸
装
等
も
可
）
や
展

示
作
品
の
鑑
賞
会
の
開
催
な
ど
、
新
し
い
試
み
に
も
取
組
ん
で
い
る
。
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江
津
市
文
化
協
会
四
十
周
年
に
寄
せ
て

�

木
寿
会　

代
表　
　

田
　
中
　
俊
　
睎
　

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

緑
豊
か
な
山
、
川
、
海
こ
の
環
境
の
中
で
彫
刻
を
縁
と
し
て
気
心
の
知

れ
た
仲
間
で
「
木
寿
会
」
を
発
足
し
て
一
彫
り
ひ
と
ほ
り
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
も
好
き
な
創
作
活
動
四
十
五
年
の
歳
月
。
時
間
を
根
気
よ
く
自
由
奔

放
に
刻
む
過
程
で
自
分
ら
し
い
適
当
な
カ
タ
チ
を
刻
む
世
界
は
難
し
い
も

の
で
す
が
、「
今
度
こ
そ
、
今
度
こ
そ
」
と
…
、
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
も

皆
様
方
に
支
え
ら
れ
一
歩
一
歩
の
絆
を
糧
と
し
て
「
創
る
人
と
鑑
賞
す
る

人
」
の
交
流
の
輪
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
積
み
重
ね
た
足
跡
の

価
値
観
は
ど
う
で
あ
れ
私
た
ち
の
生
き
た
証
。
古
里
の
風
習
、伝
統
、思
考
、

技
術
を
次
の
世
代
に
息
吹
く
根
っ
こ
を
育
て
る
努
力
事
が
文
化
協
会
の
任

務
と
思
い
ま
す
。

　

彫
刻
家　

平
櫛
田
中
（
ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う
）
さ
ん
の
名
言
に

「
五
十
、六
十
、
洟
垂
小
僧
（
は
な
た
れ
こ
ぞ
う
）、
七
十
、八
十
、
花
盛
り
、

九
十
で
お
迎
え
聞
こ
え
ま
せ
ん
」と
。私
達
も
歳
は
と
っ
て
も
ギ
ッ
チ
ラ
コ
、

ギ
ッ
チ
ラ
コ
井
戸
の
中
を
老
若
男
女
自
由
に
泳
い
で
喜
怒
哀
楽
共
に
生
き

た
証
を
「
長
寿
戯
画
」
と
し
て
共
有
し
た
い
も
の
で
す
ネ
。

　

文
化
の
薫
る
古
里
を
望
み
ま
す
。
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同
士
の
絵
に
心
動
か
さ
れ
て

�

江
津
絵
画
ク
ラ
ブ　
　

花
　
田
　
寿
　
美
　

　
『
年
に
一
度
顔
を
合
わ
せ
る
、
ま
る
で
七
夕
さ
ん
で
す
ね
…
。
そ
の

よ
う
な
ご
挨
拶
で
日
頃
た
の
し
ん
で
描
い
た
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
並

べ
ま
す
』

　

こ
れ
は
、
先
頃
天
国
へ
と
旅
立
た
れ
た
加
藤
勝
子
さ
ん
が
書
か
れ

た
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
の
一
文
で
す
。
文
化
協
会
創
立
当
初
よ
り

四
十
年
、
文
化
祭
に
絵
画
を
出
陳
さ
れ
続
け
て
、
江
津
の
絵
画
の
同

士
を
リ
ー
ド
し
、
寄
り
添
い
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
加
藤
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
江
津
絵
画
ク
ラ
ブ
は
一
つ
の
ま

と
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
津
在
住
者
の
み
な
ら
ず
、

ゆ
か
り
の
あ
る
市
外
の
方
、
展
覧
会
で
入
選
を
重
ね
る
ベ
テ
ラ
ン
の

方
、
初
心
者
だ
が
絵
が
好
き
で
勉
強
中
の
方
等
が
年
に
一
度
の
文
化

祭
出
陳
で
顔
を
合
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
お
互
い
の
作
品
に
心
動
か
さ

れ
て
感
性
を
高
め
、
勉
強
し
合
う
仲
間
の
集
ま
り
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
江
津
市
内

外
の
同
士
を
結
び
つ

け
て
頂
く
江
津
市

文
化
協
会
の
活
動
が

今
後
も
ず
っ
と
盛
会

で
、
十
年
後
の
五
十

周
年
へ
と
繋
い
で
行

か
れ
ま
す
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
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焼
絵
部
門
・
文
化
協
会
の
一
員
と
し
て

�

焼
絵
・
木
彫　
　

島
　
田
　
洋
　
三
　

　

江
津
市
文
化
協
会
四
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
昨
年
か
ら
文
化
協
会

へ
入
会
し
ま
し
た
新
人
で
す
が
、
八
十
代
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭
で
の

作
品
の
展
示
も
大
変
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
無
事
に
展
示
が
で
き
て
安
堵
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
今
年
も
ま
た
そ
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

暑
さ
の
中
、
何
と
か
新
作
を
作
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
で
来
年
の
事
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
一
人
で
も
仲
間
が
参
加
し
て
く
れ
た
ら
助
か
り
ま
す
が
、
使
用
す
る
電
気
や
コ

テ
も
高
価
な
も
の
で
す
し
、
作
品
は
誰
で
も
作
れ
ま
す
が
、
根
気
の
い
る
作
業
と
な
り

ま
す
。

　

私
は
葛
飾
北
斎
の
絵
が
と
て
も
好
き
で
模
写
も
た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

江
戸
時
代
に
よ
く
こ
ん
な
立
派
な
人
物
が
い
て
絵
を
描
け
た
と
感
心
し
驚
い
て
い
ま

す
。
私
は
少
し
で
も
一
歩
近
づ
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
、一
筆
一
筆
を
描
い
て
い
ま
す
。

江
津
に
も
変
わ
っ

た
人
が
い
る
と
、

観
て
も
ら
え
た
ら

私
の
喜
び
で
す
。

　

今
後
、
共
に
頑

張
っ
て
文
化
の
向

上
に
努
め
ま
す
の

で
、
皆
様
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
夢
に
向
か
っ
て

�

ウ
ロ
コ
ア
ー
ト 

代
表　
　

佐
々
本
　
順
左
衛
門
　

　

鮮
魚
店
を
営
ん
で
い
た
私
は
、
毎
日
の
作
業
で
大
量
に
出
る
魚
の
鱗
や
皮
を
見
な
が

ら
「
こ
れ
で
何
か
作
れ
な
い
か
、
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
い
、
ほ
ん
の
遊
び
心
で
作
品

作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

作
り
重
ね
る
ほ
ど
に
楽
し
く
な
っ
て
い
く
中
、
完
成
し
た
作
品
は
数
年
で
黄
ば
み
な

ど
が
発
生
し
、
せ
っ
か
く
時
間
を
か
け
て
作
っ
た
自
分
の
作
品
が
褪
せ
て
い
く
の
が
た

ま
ら
な
く
残
念
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
何
度
も
色
々
な
種
類
の
漂
白
剤
を
試
し

た
り
、
洗
剤
を
取
り
寄
せ
て
み
た
り
と
、
作
品
を
永
く
楽
し
む
た
め
の
工
夫
を
何
度
も

凝
ら
し
な
が
ら
よ
う
や
く
現
在
の
保
存
方
法
ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
た
く

さ
ん
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
今
で
は
自
分
の
思
い
描
い
た
と
お
り
の
も
の
を
作
品
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
ウ
ロ
コ
ア
ー
ト
教
室
も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
ウ
ロ
コ
展
に
は
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
頂
き
、
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

江
津
市
、
今
井
美
術
館
、
島
根
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
、
出
雲
・
多
伎
文
化

伝
習
館
、
た
く
さ
ん
の
感
想
文
を
書
い
て
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
江
津
市

文
化
祭
も
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
頂
き
、
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
も
の
で

た
く
さ
ん
の
作
品
に
出
来
る
こ
と
を
皆
様
に
も
知
っ
て
頂
き
、
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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江
津
市
文
化
財
研
究
会
の
こ
の
十
年

�

江
津
市
文
化
財
研
究
会　

会
長　
　

田
　
中
　
国
　
男
　

　

本
会
は
、
市
内
に
文
化
財
の
調
査
研
究
を
主
な
目

的
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
に
発
足
し
た
。
そ
の
成
果

は
冊
子
『
石
見
潟
』
に
刊
行
し
て
き
た
。
今
回
は
、

三
十
周
年
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
記
載
し
た
い
。

　

平
成
二
四
年 

石
見
潟
二
六
号『
江
津
の
町
並
み
』発
行

　

平
成
二
七
年 

石
見
潟
二
七
号『
江
津
市
の
石
碑
』発
行

　

平
成
三
一
年 

石
見
潟
二
八
号『
江
津
市
寺
院
の
か
く
れ
た
文
化
財
』発
行

　

令
和
五
年　
『
江
津
の
美
術
～
公
共
施
設
の
美
術
品
調
査
報
告
書
』発
行

　

令
和
五
年　

 

同
右
：
市
長
へ
の
贈
呈
式（
市
庁
舎
）、報
告
会（
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

令
和
六
年　

 

同
右
：
展
覧
会（
今
井
美
術
館
：
実
行
委
員
会
）

　

令
和
八
年　

 

石
見
潟
二
九
号『
江
津
の
盆
踊
り（
仮
称
）』発
行
予
定

　

毎
年
の
事
業
と
し
て
は
、市
内
中
心
の
「
歴
史
探
訪
」、県
外
中
心
の
「
研
修
視
察
」

を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
年
２
回
の
会
報
の
発
行
も
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
令
和

二
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
流
行
に
よ
り
約
三
年
間
の
活
動
中
止
や
社
会
情
勢

の
大
き
な
変
化
で
、
内
容
や
在
り
方
、
実
施
方
法
等
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。

　

最
後
に
、
興
味
関
心
の
あ
る
方
の
ご
加
入
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
先
人
の
遺
し
た

江
津
市
の
「
文
化
遺
産
」
を
継
承
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
心
豊
か
な
街
に
し
た
く
存
じ

ま
す
。

歴
史
探
訪
の
例

報
告
会

津
和
野 

堀
家
視
察

展
覧
会
準
備
（
展
示
）
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心
を
た
が
や
す

�

江
津
短
歌
会　

代
表　
　

宮
　
里
　
勝
　
子
　

　

江
津
市
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
前
回
の

記
念
式
典
に
参
加
し
た
日
の
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
で
す
。
当
時
の
記
念
誌
の
豪
華
さ
に

目
を
み
は
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
の
江
津
短
歌
会
の
会
員
数
は
十
六
名
、
十
年
前
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
体
調
の
変
化
に
よ
り
歌
会
に
出
席
叶
わ
な
く
な
っ
た
方
が
増

え
ま
し
た
。
ま
た
、
互
い
に
高
齢
者
と
な
り
、
移
動
の
手
段
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。
他
の
地
域
で
は
閉
会
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
グ
ル
ー
プ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、
他
県
や
施
設
に
移
ら
れ
て
も
作
歌
意
欲
は
衰
え
ず
出
詠
し
て
く

だ
さ
る
会
員
の
方
々
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
日
々
、
先
人
の
灯
さ
れ
た
（
心

を
た
が
や
す
）歌
作
り
の
灯
を
消
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
歩
ん
で
い
く
の
が
目
標
で
す
。

　
「
努
力
は
天
才
を
超
え
る
」
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
男
子
六
十
六
㎏
級
で
二
連
覇

を
遂
げ
た
阿
部
一
二
三
選
手
の
言
葉
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

江
津
市
文
化
協
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

　
　
創
立
四
十
周
年
を
祝
し
て

�

水
墨
画
泉
墨
会　
　

清
　
水
　
泉
　
州
　

　

創
立
四
十
周
年
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
初
作
品
は
昭
和
六
十
年
頃
で
当

時
は
ク
ラ
ブ
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
好
の
五
、六
人
の
出
品
で
し
た
。

　

年
々
出
品
さ
れ
る
方
が
増
え
て
、
平
成
十
年
に
泉
墨
会
を
結
成
し
、
以
後
毎
年
三
十

点
を
選
出
出
品
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
二
十
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様

の
積
極
的
な
活
動
が
、
江
津
地
区
の

水
墨
画
の
普
及
拡
大
の
原
点
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
四
十
周
年
を
機
に
益
々
の
研

鑚
努
力
に
努
め
多
く
の
方
々
に
観
賞

評
価
を
頂
い
て
地
域
の
美
術
文
化
向

上
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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さ
く
ら
え
番
傘
の
歩
み

�

さ
く
ら
え
番
傘
川
柳
会　

会
長　
　

渡
　
辺
　
康
　
乃
　

　

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
、
桜
江
町
文
化
協
会
が
発
足
し
、
川
柳
の
愛
好
者
が
集
い
ま

し
た
。
そ
し
て
船
津
信
前
会
長
の
も
と
、
昭
和
六
十
三
年
句
集
「
さ
く
ら
え
川
柳
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
に
「
か
ん
な
み
川
柳
会
」
が
発
足
し
、
令
和
六
年
六
月
、

第
四
〇
〇
号
記
念
句
集
を
発
行
。
ま
た
、平
成
四
年
に
は
「
大
橋
川
柳
会
」
が
発
足
し
、

令
和
六
年
十
一
月
に
は
第
三
八
五
号
を
発
行
。
そ
し
て
平
成
十
年
に
「
番
傘
」
の
認
可

を
頂
き
、「
さ
く
ら
え
番
傘
川
柳
会
」
の
名
の
も
と
に
、
毎
月
の
句
会
、
句
集
発
行
等
、

皆
様
の
協
力
に
よ
り
継
続
し
そ
れ
は
自
信
と
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
よ
り
「
さ
く
ら
え
番
傘
誌
上
川
柳
大
会
」
を
実
施
し
、
今
年
は
七
十
五
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
皆
様
に
愛
さ
れ

る
さ
く
ら
え
番
傘
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

江
津
市
文
化
祭
、
桜
江
い
き
い
き
祭
り
の
出
展
等
、
江
津
市
文
化
協
会
の
一
翼
を
担

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　「
深
は
新
な
り
」

�

連
合
俳
句
会　
　

能
　
美
　
顕
　
之
　

　

江
津
市
文
化
協
会
四
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
俳
人
で
あ
っ
た
故
能
美
丹
詠
（
祖
父
）
の
影
響
を
受
け
、俳
句
を
始
め
ま
し
た
。

子
供
の
頃
、
祖
父
が
折
に
触
れ
、
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
海
辺
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
。
決

ま
っ
て
鍋
焼
き
う
ど
ん
を
啜
る
私
を
横
目
に
、祖
父
は
い
つ
も
海
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

手
に
は
句
帳
。「
顕
之
、
秋
の
海
は
広
い
の
ぉ
、
大
き
い
の
ぉ
」。
海
を
眺
め
る
穏
や
か

な
ま
な
ざ
し
と
、
い
つ
も
こ
ぼ
れ
る
季
節
へ
の
感
嘆
の
言
葉
を
今
、
懐
か
し
く
思
い
返

し
て
い
ま
す
。

　
「
深
は
新
な
り
」
と
い
う
高
浜
虚
子
が
提
唱
し
た
理
念
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の

は
遠
い
場
所
を
む
や
み
に
探
さ
ず
と
も
、身
近
な
場
所
を
深
く
掘
り
下
げ
た
先
に
あ
る
、

と
い
う
意
。
こ
の
四
十
年
間
、
社
会
を
取
り
巻
く
世
相
や
環
境
は
日
々
新
た
に
変
わ
り

続
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
に
い
つ
も
あ
る
自
然
の
営
み
は
変
わ
ら
な
い
。
江
津
市

の
俳
句
界
を
支
え
て
下
さ
っ
た
先
人
の

方
々
は
、
句
を
通
し
そ
の
変
わ
ら
な
い

事
象
へ
の
感
動
を
伝
え
続
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
末
端
に
い
る
事
を
光
栄

に
思
い
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
江
津
市
で
は
笹
鳴
句
会
（
都

野
津
）
の
お
世
話
に
よ
り
毎
年
「
人
麿

忌
俳
句
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
お
世
話
を
す
る
木
蓮
句
会
（
跡
市
）

は
休
会
中
。
祖
父
の
面
影
を
辿
り
、
小

さ
く
な
り
な
が
ら
、
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
ま
す
。
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日
本
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
伝
統
芸
能

�
清
吟
堂
吟
友
会　

浜
田
ブ
ロ
ッ
ク　

会
長　
　

鹿
　
森
　
偉
左
雄
　

　

私
達
浜
田
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
来
年
結
成
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
清
吟
堂
吟
友
会
本
部

は
四
国
松
山
市
に
あ
り
ま
す
が
、
創
立
七
十
周
年
を
昨
年
、
令
和
五
年
八
月
五
日
に
迎

え
、
十
月
一
日
に
記
念
大
会
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
念
誌
に
よ
り
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
清
吟
堂
の
名
称
は
『
清
く
明
る
く
ま
ろ
や
か
な
清
明
心
の
吟
の
流
れ
て
く
る

家
』
と
の
思
い
で
寄
り
所
と
し
て
使
わ
れ
た
練
習
場
所
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
は

宗
家
の
会
で
は
な
く
「
吟
の
友
の

会
」
で
あ
り
、
主
体
性
は
会
員
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
『
清
吟
堂
吟

友
会
』
と
命
名
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
会
を
良
く
す
る
も
悪

く
す
る
も
皆
の
責
任
で
あ
り
、
役

員
は
皆
の
代
表
役
、
世
話
人
で
あ

る
。
和
気
藹
々
と
仲
の
良
い
吟
友

で
り
皆
が
良
く
し
て
い
く
の
で
あ

る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
昭
和
四
十

年
八
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
、

浜
田
法
務
局
に
四
国
か
ら
転
勤
さ

れ
た
方
が
朝
早
く
朗
々
と
詩
を
吟

じ
て
お
ら
れ
る
の
を
聞
き
、
感
動

し
て
支
部
を
結
成
し
、
各
地
区
に

支
部
結
成
を
さ
れ
て
い
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
粒
の
種
は
、
浜
田
か

ら
邑
智
・
益
田
・
大
田
と
、
西
部

か
ら
東
部
、
更
に
は
島
根
県
全
体

に
吟
詠
の
輪
が
広
が
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
浜
田
と
江
津
の
文
化
祭
に
参
加
し
、
構
成
吟
詠
や
吟
剣
詩
舞
、
書
道
吟
、

華
道
吟
等
舞
台
発
表
し
詩
歌
の
美
し
さ
心
情
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
声
は
呼
吸
が
大
事
で
あ
り
、
腹
か
ら
声
を
出
す
腹
式
呼
吸
は
、
健
康
長
寿

に
も
役
立
ち
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
生
活
出
来
る
事
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

詩
歌
を
吟
じ
て
楽
し
み
、
美
し
さ
を
見
出
し
、
明
る
く
健
康
な
郷
土
を
築
き
、
今
後

共
、
私
達
は
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
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四
十
周
年
記
念
誌
に
よ
せ
て

�

日
本
舞
踊　

藤
陰
流
美
之
会　
　

藤
　
陰
　
美
　
之
　

　

創
立
四
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
始
め
た
私

た
ち
の
会
も
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
の
移
り
変
わ
る
中
、
頑
張
っ
て
練
習
を
積

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）・
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
高
齢

者
世
代
に
は
中
々
つ
い
て
い
け
な
い
世
界
。
ど
の
業
種
に
お
い
て
も
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
で
大
変
な
局
面
を
む
か
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
共
の
会
も

若
い
方
々
の
参
加
は
な
く
、
寂
し
く
思
う
昨
今
で
す
。

　

文
化
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ど
ん
ど
ん
新
規
加
入
団
体
が
増
え
、
五
十
年
、

六
十
年
と
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
協
会
役
員
、

市
職
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
江
津
市
文
化
協
会
設
立
四
十
周
年
に
向
け
て

�

日
本
舞
踊　

藤
蔭
流　
　

藤
　
蔭
　
純
　
春
　

　

江
津
市
文
化
協
会
の
創
立
四
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
高
校
生
の
時
「
名
取
り
（
流
名
）」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
婚
・
育
児
の

ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
平
成
二
十
九
年
に
「
師
範
」
の
免
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校

卒
業
文
集
に
書
い
た
将
来
の
夢
は
“
日
本
舞
踊
の
先
生
”
で
し
た
。

　

昨
年
、日
本
舞
踊
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
、（
舞
踊
家
四
十
名
・

演
奏
家
十
六
名
）
が
認
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

個
人
の
協
会
参
加
で
す
の
で
、
大
変
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の

継
承
と
江
津
市
文
化
向
上
の
た
め
、
尽
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

江
津
市
文
化
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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創
立
四
十
周
年
に
寄
せ
て

�

日
本
舞
踊　

藤
間
流
藤
惠
会　
　

黒
　
川
　
滋
　
子
　

　

江
津
市
文
化
協
会
の
創
立
四
十
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

藤
惠
会
は
、
平
成
十
四
年
に
発
足
し
、
そ
の
時
か
ら
文
化
祭
に
は
出
演
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
文
化
祭
へ
の
出
演
の
ほ
か
、
毎
年
一
回
定
期
舞
踊
会
を
開
い
て
い

ま
す
が
、
発
表
会
で
は
衣
裳
付
き
の
本
舞
台
で
踊
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
文
化
祭
・
敬
老
会
へ
の
参
加
、
老
人
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

会
主
「
藤
間
晃
正
惠
」
先
生
は
、
し
な
や
か
さ
や
美
し
い
も
の
を
求
め
て
選
曲
し
、

振
り
付
け
も
品
よ
く
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
日
本
舞
踊
を
よ
り
身
近
で
、
親

し
み
や
す
い
よ
う
に
と
考
え
て
の
踊
り
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
平
素
の
稽
古
で
は
、

心
身
の
健
康
維
持
と
病
気
の
予
防
の
た
め
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね
る
と

動
き
も
鈍
く
、所
作
を
覚
え
る
の
も
一
苦
労
し
て
い
ま
す
。
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
み
、

自
ら
を
励
ま
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、若
い
方
々

が
入
会
し
、
引
き
継
い

で
く
だ
さ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
活
動
が

益
々
盛
ん
に
な
り
、
継

続
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

会
長
様
、
会
員
の
皆

様
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
　
会
の
あ
ゆ
み

�

日
本
舞
踊　

藤
蔭
流
藤
妙
会　
　

谷
　
田
　
時
　
子
　

　

江
津
市
文
化
協
会
の
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
藤
妙
会
は
藤
蔭
流
芳
恵
会 

藤
蔭
芳
恵
師
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
平
成
九

年
度
よ
り
文
化
祭
の
舞
台
出
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
舞
踊
藤
蔭
流
藤
妙
会
と
し
て
は
平
成
二
十
四
年
度
に
江
津
市
文
化
協
会
に
入
会

い
た
し
ま
し
た
。
ご
縁
に
会
員
一
同
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
は
永
い
歴
史
を
紡
い
で
き
て
い
ま
す
。
日
本
国
の
大
切
な
財
産
、

宝
で
す
。
文
化
に
携
わ
る
一
員
と
し
て
伝
統
を
継
承
し
、
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
ま
す

よ
う
努
力
精
進
す
る
所
在
で
す
。

　

今
後
、
江
津
市
の
文
化
向
上
と
益
々

の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
に
よ
せ
て

�

琴
名
流
大
正
琴　

琴
扇
芳
の
会
本
部
理
事　

会
主　
　

中
　
村
　
芳
　
江
　

　

創
立
四
十
周
年
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

江
津
市
文
化
協
会
の
四
十
周
年
の
記
念
誌
を
発
行
さ
れ
ま
す
事
、
重
ね
て
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
多
種
多
様
な
団
体
の
活
動
を
受
け
と
め
、
支
え
合
い
、
四
十
年
と
い
う

長
い
歳
月
の
存
続
に
、
敬
意
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
代
々
の
会
長
様
、

役
員
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
文
化
協
会
の
一
層
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

私
た
ち
も
平
成
三
年
に
入
会
し
、
文
化
協
会
の
お
力
添
え
を
頂
き
、
平
成
十
年
第
五

回
、
平
成
十
四
年
十
周
年
、
平
成
二
十
九
年
二
十
五
周
年
と
年
代
ご
と
に
、
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
て
記
念
演
奏
会
を
開
催
し
、
毎
回
、
県

知
事
様
、
江
津
市
長
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
後
援
・
共
催
と
公
益
信
託
し

ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
事
業
よ
り
助
成
金
で
多
大
な

支
援
、
文
化
協
会
様
よ
り
貴
重
な
助
言
を
頂
き
、

盛
大
に
演
奏
記
念
大
会
が
開
催
で
き
ま
し
た
。
皆

様
方
よ
り
多
く
の
恩
恵
を
賜
り
ま
し
た
事
、
御
蔭

様
と
会
員
一
同
感
謝
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
琴
名
流
本
部
は
名
古
屋
に
所
在
し
、
年
一
度

の
全
国
大
会
に
十
二
年
間
出
場
し
、
多
方
面
か
ら

育
て
て
頂
き
、
宝
の
経
験
を
身
に
付
け
て
い
る

チ
ー
ム
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
心
豊
か
に
自
立
老
後

を
目
指
し
ま
す
」私
た
ち
の
理
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
日
本
文
化
の
音
色
に
触
れ
あ
い
な
が
ら
、

各
地
区
行
事
の
参
加
演
奏
、
二
十
五
年
以
上
継
続

し
て
い
る
施
設
・
学
校
訪
問
指
導
等
の
活
動
に
力

を
入
れ
、
健
康
づ
く
り
に
も
趣
向
を
こ
ら
し
て
、

会
員
一
丸
と
な
り
邁
進
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

未
熟
な
私
た
ち
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
末
永
い
ご
支
援
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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歌
声
で
感
動
す
る
町
づ
く
り

�

江
津
市
民
混
声
合
唱
団　

団
長　
　

高
　
橋
　
百
合
子
　

　

江
津
市
文
化
協
会
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
江
津
市
民
混
声
合
唱
団
は
、
表
題
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
設
立
し
て
、

今
年
で
十
六
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、
二

年
毎
に
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
五
年
ぶ
り
に
昨
年
十
月
、
第
六
回
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
す
。
当
合
唱
団
の
創
始
者
で
初
代
常
任
指
揮
者
の
箱
上
初
男
先
生
が
第
三

回
定
期
演
奏
会
後
に
急
逝
、
現

在
は
田
中
健
一
先
生
の
ご
指
導

で
、
毎
週
水
曜
日
に
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
イ

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
松
江
保
乃
先
生

に
は
、
団
員
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

を
ご
指
導
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
除
き
、
江
津
市

文
化
祭
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
参
加
、
ま
た
、
江
津

市
内
の
小
・
中
学
校
へ
出
掛
け

る
「
歌
の
宅
急
便
」
で
は
、
児

童
や
教
職
員
の
皆
様
に
、
様
々

な
場
所
で
四
部
合
唱
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
パ
レ
ッ
ト
江
津
に

於
い
て
は
、
三
ツ
星
コ
ン
サ
ー

ト
で
小
グ
ル
ー
プ
参
加
を
し
て
、

身
近
の
聴
衆
の
方
々
と
触
れ
合

い
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
六
月
に
島
根
県
合
唱
祭

に
も
参
加
し
、
島
根
県
内
の
中
・
高
・
大
学
生
、
一
般
の
部
、
各
々
の
年
代
の
持
つ
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

感
動
の
輪
を
広
げ
江
津
の
町
を
歌
声
あ
ふ
れ
る
町
に
出
来
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で

す
。

　

最
後
に
、
江
津
市
文
化
協
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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アルバムアルバム

江津市文化協会茶道部表千家

絵画クラブ　展示

江津パフォーマンスドール

江津市書道連盟　展示

裏千家淡交会江津支部

江津市民混声合唱団
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箏曲　竹の会

江津市連合俳句会　展示

嘉戸青壮年傘おどり隊

文化協会華道家元池坊部会　展示

さくらえ番傘川柳会　展示

清吟堂吟友会　浜田ブロック
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江津工業高校生徒　制作ゲート

江津高校神楽愛好会　演目：恵比寿

江津高校書道部　書道パフォーマンス

ウロコアート佐々本順左衛門氏　体験ブース江津市文化財研究会　展示

ジュニア邦楽塾　演奏
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跡市田植えばやし保存会

盆栽会　展示

石見音楽文化振興会　演奏

江津市文化協会事務局有志泉墨会 清水泉州氏　展示

嵯峨御流華道石見司所　迎え花
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日本舞踊 藤間流 藤惠会江津短歌会　展示

石見智翠館高校吹奏楽部日本舞踊 友扇会

20 周年、30 周年記念誌　表紙
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江津市文化協会規約
　（名称及び事務所）
第１条　この会は、江津市文化協会と称し、事務所を江津市教育委員会社会教育課内に置く。
　（目的）
第�２条　この会は、江津市における文化活動の振興発展を図るとともに、市民の文化意識の啓発・鑑

賞能力の向上に努めることを目的とする。
　（組織）
第３条　この会は、前条の目的に賛同し、江津市で活躍する団体及び個人をもって組織する。
　（部会）
第４条　本会の運営を円滑に推進するため、次の部会を置く。
　（１）　茶・華道部
　（２）　美術部
　（３）　園芸部
　（４）　郷土史部
　（５）　文芸部
　（６）　芸能部
　（７）　音楽部
　（事業）
第５条　この会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　（１）　各種の文化事業に関すること。
　（２）　市内の各種文化団体の育成・援助及び連絡調整に関すること。
　（３）　市民の文化意識の啓発に関すること。
　（４）　その他目的を達成するため必要なこと。
　（役員）
第６条　この会に次の役員を置く。
　（１）　会長　　　　　１名
　（２）　副会長　　　若干名
　（３）　事務局長　　　１名
　（４）　理事　　　　若干名
　（５）　代議員　　　若干名
　（６）　監事　　　　　２名
　（７）　幹事　　　　若干名
　（８）　部長　　　　　７名
　（役員の選出）
第７条　会長、副会長は、理事会において選出し、代議員会で承認を受ける。
　２　理事及び監事は、代議員会において選出する。
　３　代議員は、別表１のとおり選出する。
　４　事務局長及び幹事は会長が委嘱する。
　５　部長は、部会において選出する。
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　（顧問）
第８条　この会に顧問を置くことができる。
　２　顧問は、理事会の承認を得て会長が委嘱する。
　（任期）
第９条　役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。
　２　任期の中途で就任したときは、前任者の残任期間とする。
　（役員の任務）
第 10 条　役員の任務は次のとおりとする。
　（１）　会長は、この会を代表し、会務を総理する。
　（２）　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったときこれを代理する。
　（３）　事務局長は会務を処理する。
　（４）　理事は、理事会を構成し、会務を執行する。
　（５）　代議員は、代議員会を構成し、会務を審議、議決する。
　（６）　監事は、この会の会務を監査する。
　（７）　幹事は、事務局長を補佐し、庶務、会計を処理する。
　（８）　部長は、部会を代表する。
　（会議）
第 11 条　この会の会議は、代議員会・理事会及び部会とする。
　２　代議員会は、総会に代わる議決機関とし、年１回以上定期又は、臨時に会長が召集して開催する。
　３　理事会は、必要に応じて会長が召集し、会務の執行に関する事項について協議する。
　４　代議員会に付議する事項は、次のとおりとする。
　（１）　事業報告並び決算に関すること。
　（２）　事業計画並び予算に関すること。
　（３）　規約の改廃に関すること。
　（４）　会費に関すること。
　（５）　会長、副会長の承認に関すること。
　（６）　理事及び監事の選出に関すること。
　（７）　その他重要事項。
　５　部会は、必要に応じて部長が召集し、部の事業の推進に関する協議をする。
　（会費）
第 12 条　この会の会費は、別表２のとおりとする。
　（会計）
第 13 条　この会の経費は、会費、補助金、寄付金及び事業収益をもってこれに充てる。
　（年度）
第 14 条　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31 日に終わる。
　（慶弔費）
第 15 条　会長・副会長についての慶弔に関する儀礼については、その都度会長・副会長で協議する。
　２　会長・副会長以外の役員については、祝電・弔電を送るものとする。
　３�　特に文化協会に著しく貢献のあった役員本人、もしくは非現職の役員本人の慶弔に関する儀礼

については、会長・副会長が判断する。



− 27 −

　（雑則）
第 16 条　この規約に定めるもののほか、必要な事項が生じたときは、理事会に諮って会長が定める。
　　　附　則
　この規約は、昭和 59 年５月 28 日から施行する。
　　　附　則
　この規約は、昭和 61 年５月 30 日から施行する。
　　　附　則
　この規約は、昭和 62 年５月 25 日から施行する。
　　　附　則
　この規約は、平成３年６月 18 日から施行する。
　　　附　則（桜江町編入に伴う経過措置）
　桜江町の編入の日の前日まで、桜江町文化協会に加入し活動していた団体又は個人の江津市文化協
会への加盟は、郷土史部、文芸部及び芸能部の３部（以下、「該当３部」という。）に限っては、第
12 条の規定にかかわらず、施行の日の属する会計年度から３か年間、別表２の団体加盟を当該３部
と読み替えるものとする。
　なお該当３部内の団体数若しくは個人数は、問わないものとする。
　２．この規則は、平成 17 年５月 25 日から施行する。
　　　附　則
　この規約は、平成 20 年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この規約は、平成 21 年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この規約は、平成 28 年４月１日から施行する。

別表１

区　　分 員　　数

団体加盟 各１名

個人加盟 個人会員

別表２

区　　分 会　　費

団体加盟

50 名以上 １団体につき年額 7,000 円

40 名～ 49 名 年額 6,000 円

30 名～ 39 名 年額 5,000 円

20 名～ 29 名 年額 4,000 円

10 名～ 19 名 年額 3,000 円

  2 名～   9 名 年額 1,500 円

個人加盟 年額 1,000 円
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総会員数の変遷

団体数の変遷
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